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身
ぶ
り
の
は
た
ら
き 

 
 

東
山
安
子 

 

第
一
次
指
導
（
概
観
）
一
時
間
扱
い 

 

〈
区
画
〉
五
区
画
（
教
科
書
の
区
画
に
合
わ
せ
て
） 

 

二
と
く
（
読
後
感
整
理
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

題
目
（
題
名
を
手
が
か
り
に
話
の
輪
郭
を
確
認
） 

 

身
ぶ
り
（
体
を
動
か
す
）
働
き
（
気
持
ち
を
伝
え
る
） 

 

挿
絵
（P

1
8
7

）
（
一
つ
か
二
つ 

→ 

漫
画 

吹
き
出
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
い
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
） 

 

◎ 

ひ
び
き(

話
の
響
き
を
感
じ
る) 

 

身
ぶ
り
も 

→ 

心
を
伝
え
る
（
大
切
な
は
た
ら
き
） 

 

身
ぶ
り
は 

→ 

知
ら
ず
知
ら
ず
に
い
て
い
る
が
、 

言
葉
と
補
い
合
い
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に 

 

○ 

手
引
き 

 

各
図
そ
れ
ぞ
れ
の
身
ぶ
り
を
本
文
か
ら
書
き
出
す
。 

 

図
２
に
は
書
い
て
な
い
の
で
意
味
を
書
き
出
す
。 

 

六
と
く
（
板
書
を
も
と
に
話
の
山
を
確
認
） 

 

○ 

事
実
・
区
分(

板
書
事
項
を
関
連
付
け
、
区
分
す
る)

 

 

動
き
の
確
認
（
図
１
～
４
）
と
図
５
・
６
（
傍
線
） 

 

「
さ
す
（
鼻
・
口
）
示
す
（
方
向
）
表
す
（
大
き
さ
）
」 

 

よ
く
動
い
て
い
る
の
は
（
手
・
指
）
動
き
が
自
由 

 

言
葉
と
合
わ
せ
る
と
（
か
わ
い
い
、
あ
り
が
と
う
） 

 

区
分 

具
体
例 

２
（
声
）
３
（
言
葉
）
４
（
心
） 

◎ 

山(

こ
れ
か
ら
読
み
進
む
話
の
山
を
押
さ
え
る) 

 

 

補
い
合
う
（
２
・
３
・
４
）
と
筆
者
の
考
え
（
５
） 

○ 

余
韻 

自
然
と
身
ぶ
り
が
出
て
い
る
な
あ
。 

〈
板
書
事
項
〉 

  

気 

― 
 
 
 
 
 

  
 

つ
た
え
る 

 
 

身
ぶ
り
の
は
た
ら
き 

  
 

  

１ 
 
 

大
切
な
は
た
ら
き 

    
 

 
 
 
 
 

図
１ 

人
さ
し
指
で
さ
す 

 

鼻 

 

２ 
 

声×
 

 
 
 
 
 

図
２ 

「
し
ず
か
に
。」 

 
 

口 
   

 
  
 
 
 
 

図
３ 

○手
で
し
め
す 

 

方
向 

 
３ 

 

言
葉
△ 

 
 
 
 
 

図
４ 

両
手
で
表
す 

 

大
き
さ 

    
 

 
 
 
 
 

図
５ 
頭
を
な
で
る 

「
か
わ
い
ー
」 

 

４ 
 

○心 
 
 
 
 
 

図
６ 

頭
を
下
げ
る 

「
あ
り
が
ー
」 

   
 

 
 

 

５ 
 
 

お
ぎ
な
い

○合
っ
て 

 
 

  

第
二
次
指
導
（
詳
し
く
読
む
）
二
時
間
扱
い 

  

第
二
次
第
一
時
指
導 

四 

か
く 

 

１
大
切 

 
 

２
指 

こ
れ
ら
の
身
ぶ
り
は
、 

声×
 

「
言
葉
を
使
え
な
い
場
面
で
、 

 

言
葉
の
代
わ
り
を
す
る
」 

と
い
う
は
た
ら
き
を
し
て
い
ま
す
。 

 

３
手 

「
言
葉
で
表
せ
な
い
（
む
ず
か
し
い
） 

方
向
・
大
き
さ
・
形
を
し
め
す
」 

 

４
頭 

「
言
葉
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、 

気
持
ち
を
深
く
つ
た
え
る
」 

 

５
お
ぎ
な
ー 

 

第
二
次
第
二
時
指
導 

四 

か
く 

 

２ 

耳
→
目 

３ 

一
目
で 

４ 

心 

さ
い
ご
に
考
え
た
（
身
ぶ
り
の
） 

は
た
ら
き
は
、
特
に
大
切
で
す
。 

「
身
ぶ
り
と
言
葉
の
つ
た
え
る 

気
持
ち
が
同
じ
で
あ
る
と
、 

相
手
は
安
心
し
て
こ
ち
ら
の 

気
持
ち
を
受
け
取
る
こ
と
が 

で
き
、
そ
れ
が
お
た
が
い
の 

し
ん
ら
い
感
に
つ
な
が
る
。」
と
、 

わ
た
し
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 

× × ・
・
・
・
・
・
・ 
 
・
・ 

 

 

 
こ 
と 

。 
 

す 
る 

る 
  。 
 

① ② ③ 
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二
次
第
一
時
指
導 

 
二
と
く
（
本
時
の
指
導
の
足
場
を
作
る
話
し
合
い
） 

 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
の
六
と
く
を
再
構
成
し
て
） 

 

身
ぶ
り
の
働
き 

三
つ
（
２
声 

３
言
葉 

４
心
） 

 

２
（
ク
レ
ー
ン
車
）
３
（
２０

ｃｍ
）
４
（
跳
ね
る
） 

 
 ◎ 

承
接(

本
時
の
指
導
へ
つ
な
ぐ) 

 

一
生
懸
命
に
伝
え
る
（
言
葉=
調
子 

身
＝
大
） 

 

伝
わ
っ
た
時
の
気
持
ち
＝
満
足 

 

１
身
ぶ
り
の
大
切
さ 

５
補
い
合
い
深
く
伝
わ
る
。 

○ 

手
引
き 

 

２
・
３
・
４
の
身
ぶ
り
の
は
た
ら
き
を
書
き
出
す
。 

 

六
と
く
（
板
書
を
も
と
に
話
の
核
心
を
味
わ
う
） 

 

○ 

語
義
・
区
分(

難
語
句
の
解
消
後
に
区
分
す
る)

 

・ 

場
面 

代
わ
り 

表
せ
な
い
（
難
い
） 

 
 
 

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て 

深
く 

 

・ 

「 

」
内
を
二
区
分 

場
合
と
働
き 

◎ 

心(

話
の
核
心
を
味
わ
う) 

 

言
葉
が
使
え
な
い 

→ 

代
わ
り
（
耳 

→ 

目
） 

 

言
葉
で
は
難
し
い 

→ 

形
を
示
す
（
視
覚
化
） 

 

一
緒
に
合
わ
せ
る 

→ 

よ
り
深
く
（
正
・
鮮
） 

 

補
い
合
う 

→ 

代
わ
り
・
示
す
・
深
く
伝
わ
る 

 

例
（
２ 

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で 

３ 

図
解
の
発
展
に
も 

 
 
 

４ 

自
然
な
気
持
ち
の
表
れ
を
考
え
る
） 

○ 

余
韻 

伝
え
た
い
気
持
ち
が
自
然
と
体
も
出
る
ね
。 

第
二
次
第
二
時
指
導 

 

二
と
く
（
本
時
の
指
導
の
足
場
を
作
る
話
し
合
い
） 

 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
の
六
と
く
を
再
構
成
し
て
） 

 

耳
よ
り
目
で
伝
え
る 

→ 

身
ぶ
り
（
複
雑 ×

） 

 

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず 

→ 

全
体
・
具
体
（
一
目
で
） 

◎ 

承
接(

本
時
の
指
導
へ
つ
な
ぐ) 

 

考
え
・
気
持
ち
（
心
）
→ 

は
っ
き
り
伝
え
る
方
法 

 

言
葉
と
身
ぶ
り
を
一
緒
に
さ
せ
る 

○ 

手
引
き 

 

東
山
さ
ん
の
考
え
方
が
書
い
て
あ
る
段
落
全
文
視
写
。 

 

六
と
く
（
板
書
を
も
と
に
話
の
核
心
を
味
わ
う
） 

 

○ 

語
義
・
区
分(

難
語
句
の
解
消
後
に
区
分
す
る)

 

 

・ 

特
に
大
切 

同
じ
で
あ
る
と 

相
手 

こ
ち
ら 

 
 
 

そ
れ
が 

お
た
が
い 

し
ん
ら
い
感 

 

・ 
二
区
分
（
二
文
） 

後
ろ
の
文
に
「 

」
を
入
れ
、
三
文
に
分
け
る
。 

◎ 

心(

話
の
核
心
を
味
わ
う) 

 

特
に
大
切
と
東
山
さ
ん
が
考
え
た
の
は
。（
信
頼
感
）
③ 

 

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
事
な
柱
）
心
の
絆 

 

信
頼
感
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
か
。（
安
心
） 

 

② 

 

安
心
が
生
ま
れ
る
条
件
は
。 

 
 
 
 

  
 
 

① 

（
言
葉
と
身
ぶ
り
か
ら
伝
わ
る
気
持
ち
が
同
じ
時
） 

 

心
が
現
れ
や
す
い
の
は
言
葉
と
態
度
の
ど
っ
ち
か
な
。 

 
 

（
結
論
は
宿
題
で
す
。
期
限
の
な
い
宿
題
で
す
） 

○ 

余
韻 

身
ぶ
り
は
外
国
の
人
に
も
通
じ
る
の
か
な
？ 

メ 

モ 

      


